












たことを語 り残 してい くとい うことは,神奈川
大学法科大学院の歩みを記す上で意味のあるこ
とだろうと思います｡










今 日のお話が ｢大きな話｣ と ｢小 さな話｣に及
ぶ とい うこともありまして,対比的にそれぞれ
の場所で ｢大きい話｣ と ｢小さい話｣ とい うの
が出て くると思います｡要は,神奈川大学法科
大学院での6年を2つの視点から振 り返 りたい
最終講義の日 2010年 3月 25日
場所 神奈川大学法務研究科 24号館 1階






















































































ん じゃないの, とい うような意見が相当根強か
ったですね｡ しか し,審議会の議論は進み,令
格者を3000人 とする法科大学院構想がい よい













従 って整理 しているとい うところも出て くるよ
うになっています｡
2つのマインドとい うのは,法曹 としての使


























が少 しずつ とい うか,次々にとい うか,摩耗 し
てい く6年でありました｡特に今,地方の小規
模校は存亡の危機に立たされていると言っても











2007年 度 (平 成 19年 度)が8名｡2008年 度

















午 (平成 19年)のことで した｡ とてもけ しか






がいない法科大学院には行 きた くない とい うよ
うな傾向が顕著になった｡あるいは裁判官,検
察官の出向教員がいない法科大学院には行 きた




















活動する弁護士を養成 したい とい う気持ちで法
科大学院を作 った ところばか りです｡
法科大学院制度の危機としての現在
つい先頃,2010年 3月 12日の朝 日新聞に報
じられた記事ですけれども,文科省が新年度か
ら法科大学院の評価に司法試験の合格実績 を追
加する, とい うことを発表 しています｡合格者
の数が少なければ,法科大学院の評価 もマイナ
スになる｡こうい った動 きを文科省自体がやる













リー ドしてい く｡法曹養成制度の中核 として法
科大学院 とい うものを見ていた｡ ところが,文
科省主導の選別,合格者数による選別 とい うよ
うなものが始まることによって,審議会意見書
が言 った,法科大学院を中核 とした法曹養成 と
い う議論が, とても陳腐化 して しまった｡理想
を胸に秘めて勉強 していい法律家になってい く
とい うェネルギーの源 となるはずの法科大学院
が,選別の対象にな って,び くび くしなが ら
日々を送るみたいな,そうい う妙な状況になっ
て しまっているのです｡





































の差が出てきて,雇用 も,家庭 も,地域 も壊 さ
れてきた｡いろんなところが壊れて,壊れて,
個人がバラバ ラになって,困った困った とい う
状態が進行 してきた 6年で もありました｡
今の経済状態は厳 しいです よね｡ 日本経済を
牽引 してきた トヨタがあのようなことになって
しまっているし,流通 とい うことでい くとデパ
神奈川ロージャーナル 第 3号
- トの閉店が相次いでいるし,新卒の就職がキ
ャンセルになった り,就職率が悪 くなった り,
非正規雇用者ががーん と伸びて,その待遇が問
題視 されていた り,家庭に目をやると子供に対
する虐待事件が じゃん じゃか出て きた り,離婚
が相変わらず増加 してい る｡自殺者がず っと3
万人 を越 えたままであるとか,暗い話が出て き
ていて, 日本社会は大丈夫なのか とい う声があ
ちこちで聞こえます｡問題山積で,暗い気持ち
にな ります｡国の財政状態 とい うことか ら見 る
と,破綻 に向けて進行 してい る とい う報道 も
日々されているわけです｡
政治家がこの状態 をどうや って打破 してい く









ことがで きる｡社会に影響 されなが ら,社会 を
統制 してい くことので きる社会的存在なのです｡
弁護士について言 えば,｢基本的人権 の擁護 と
社会正義の実現を使命 と｣ してい ます｡個々の
事件 を依頼 されて紛争解決にあたるとい う私人




する｡法律家 とい うのは,社会全体が どれだけ
混乱 し,社会正義が通 らない ような事例が横行
していて も,その弊害を是正できる職業人 と言
えます｡国が国 としてある限 り,法律家は,社
会に役に立つ ことができる職業だ と思い ます｡
先ほど,私は,法科大学院の危機や理想が裏切




が します｡ これは居直 りではな く,原理的に考
えると指摘で きることがらであると思い ます｡
た しかに法科大学院は,厳 しい状態に置かれ
てい るけれ ども,｢有能な法律家 よ,多 く出で
よ｣ とい う社会の深部か らの声はあると思い ま
す｡市民のために働いて くれる法律家を必要 と





数 を1500人にす るとい う政策 を掲げて,従前
の主流派 を破 って当選 しました｡最近,1500
で も多い,1000だ とい う決議 をあげた弁護士
会が出てきてまして, これか らどん どん出て く
る可能性がある｡ こうい う日弁連の新たな動 き
の中で,法科大学院はどうなるんだろうか とい
う疑問が湧いてきてい ます｡
｢地方の反乱が主流派 を破 った｣ とい う新聞




議 をして,宇都宮会長 を支持 している｡地方は
本当に足 りているのか, とい う問題｡そこに地
方における弁護士の存在様式の問題,いいかえ
れば,弁護士の目の暗 さを感 じて しまい ます｡
事務所 を構 えて,依頼者がや って くるのを待ち,
相談 を受けて裁判 を起 こしてい く｡そ うい うの
が従来型の法律事務所経営なんですね｡ ところ
が この 10数年,新 自由主義の政治によって,
貧富の差が激化 し,敗者 とい うか,路頭に迷 う
ような貧困層が増 えている｡本当であれば,そ
うい う人が法による救済を求めて法律事務所の
門を叩 くはずです｡ しか し,法律事務所の門を
叩 くとい うことがあまりない とい うのが実状で














































































増 してい ます.弁護士数 も50人ほどにな りま
した｡ しか し,地方裁判所 ･家庭裁判所の支部
にはなっていません｡このような例は全国各地














弁護士資格 を得ても就職先がない とい う実状に
加 えて司法研修所で受ける修習期間中の給与制
が本年 11月か ら廃止 されることになっている
ことにも原因があると思われます｡法科大学院
で学ぶために多額の金を使 った上で, さらに修






どうして税金 を投入 しなければならないのか と
言 うのです｡この点,世論は明らかに,統一修
習のために税金を投入 して構わない とい う戦後
長 く続いてきた考え方 と違 ってきています｡
給費制問題は,弁護士をどのような存在 と見
るか とい う問い と深 く結びついています｡他方
で,財政危機に陥 りつつあるわが国において,
法曹養成 をすることにどれだけの公共的な意味












































たらいいか とい うことをけっこう心配 している｡






はつきない とい う気が します｡これらが判例化
するまでは時間がかかると思いますが,法律家
として腕 をふるうジャンル として,親族 ･相続









ている｡脅 し脅 され,編 し編 され,そうい う世
の中になってきている｡そうい う中で生 きてい
くのは大変なんだなと｡普通の市民が家庭 を持






からい よい よ多彩な事件が出て くるような気が
します｡私自身は,この6年の間に医療過誤訴
訟の勝訴判決で2件新聞報道 されましたが,1
件は逆転敗訴 とな り,高裁の壁 を感 じさせ られ
ています｡
公法演習 Ⅰ (憲法)は矢 口俊昭先生 と一緒に
重要判例 を読んでい きました｡私は,政教分離


















合格するとい う水準に達する, とい うことを意
味 しているのだと思います｡卒業できた, され
ど司法試験には歯が立たない とい うのでは,早
位 を取得する,卒業するとい うことの レべノレが
低すぎるとい うことにな ります｡法科大学院を
卒業するとい うことは,司法試験に合格するレ
ベルに近い ところまでい っていない といけない｡





さきほど,転機 となった ｢あの事件｣ とい う
話 をしましたが,あの事件の直後に東京である
会合が開かれて,そこに私 も出ました｡当時の






いいのではないか とい うようなことを言 ってい
ました｡ ドーピングに払っかかる場合 も,本人














した｡ しか し,このままではいけない と考えて,
法科大学院の受験への急傾斜が始 まった とい う
問題状況の中で,学生に私の問題意識 をぶつけ
たのが,2007年 10月 10日に開催 した田岡直
博弁護士の講演会で した｡宮古ひまわ り基金法




阿部浩己委員長にも登壇 を願 って対論 をしてい
ただき, さらには会場 との質疑を通 じて,新 し
い弁護士像についての議論 を深めることができ
ました｡この企画は横浜弁護士会のメーリング




ーではこうい う企画はあ りえない, とO神奈川
大学でこうい う企画があった とい うことはすご











わゆる関東に長野 とか,静岡 とか,新潟 とかが
含 まれるエ リアなんですけど,管内 1都 10県
にある法科大学院すべての法科大学院生を対象
とする大規模なアンケー ト調査を行いました｡
司法試験に合格 したら,将来 どこで働 きたいか,




よ, とい うのを伝 えたかったか らです｡予想以
上に地方で働 きたい と思 っている東京のロース
クールの学生が多いことが分か りました｡その














奈川大学法科大学院にも学内事務所 を作 るべ き
であるとの考えを確認するとともに,その意義
について抑 えてお く必要を感 じました｡
学内法律事務所 を作 る意義はふたつあると思
います｡合格 した卒業生の意識の問題 として,
明 らかな変化が生 じています｡少 し前 までは,
司法研修所同期のつなが りが一番だった｡ ロー
世代に入 ってからは, どこのローを出た, ロー
のつなが りとい うものが顕著になってきていま
す｡ここの卒業生合格者も,ここのローを出た
とい うことを覚えていて くれて,何か とい うと
駆けつけて くる｡そうい う愛校精神に満ちた卒







































ているんですが (米倉 さんは,｢法学入門｣ と
い う定評ある教科書を書いてお り,私は以前,
横浜国大の 1年生に ｢法学｣を教えていた時に
その本 を使 ってい ました),この ｢雑記帳｣を
読んでいたら,教員が ｢してみせる｣ とい う部
分の重要 さと,｢してみせるところをしすぎて









































































では, どうしたらいいのか, とい う最後のと
ころにな ります｡ どうしたらいいのか とい うの
は,この法科大学院 としてこれからどうしたら
いいのか とい うことと,司法試験受験生 として
どうすればいいのか, とい う大きな話 と小 さな
話 とがあると思います｡前者については,私が
追求 した方向を引き続 きやってほしい と言 うこ
とになるので,それ以上は割愛 し,後者につい
て,本 日卒業を迎えた君たちに対 して,論文試




未満 しかな く,ずいぶん難 しい試験だった と思
い ます｡今は下が った とは言 って も, まだ20
数 %です｡今年 も下がる可能性はあって も20
%ではあるで しょう｡当時に比べ ると10倍以
上 も広 き門になっています｡そう考えて下 さい｡
しか し,論文試験に合格するには,それなりの
難 しさがあります.それでも,こつのようなも
のもあ ります｡聞きます と,本 日の卒業生の中
には,何回も旧試験の択一を受かっている人が
いるらしい｡ どうして論文試験に受からないの
か, と聞きた くな ります｡先ほどの米倉明さん
は ｢法科大学院雑記帳｣の中で, よい司法試験




















けですから,そこにた どり着 くまでが勝負 と言
えるで しょう｡切れ味のある人材を取 りたい,
とい うことなんです｡論点にたどりついて,請









卒業 して じっくり英気を養 って,自分な りの体
調 を整 えて,1年 ぐらい間をおいてから受ける
とい うのではだめだと思います｡本 日卒業 した
方が多いので,言いますけれど,卒業をしたこ
の勢いで司法試験にぶつかる｡やは り勢いがな
い と受からない気が します｡自分な りにタイミ
ングを整えて とかい うのではな くて,一回この
勢いでぶつかって,落ちるとしても肌身で壁を
感 じて,その壁の高 さ,堅 さを肌身で感 じてそ
の上で戦略を練 り直すことが大事のような気が
します｡首尾 よく受かるためにも,この勢いを
活用することが必要ではないか とい う気が して
います｡健闘を祈 ります｡
